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l 貨幣諸機能と i~耳 JflÜTE.通世界(本誌、第17巻 2 号)
















いと十:Wi"ì~j議 r価値論J (戸IJtlj書房， 1947年λ 青木書l瓦 1965年。以!，"，価値論』と略記c
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[ 2 ] われわれはすでに，貨幣の第 3の機能としての資金機能を「流通から外部にヲlき上げされ
る方向性において捉えられた貨幣の機能，流通からの拘束を解除された貨幣の機能」と規定した8)の
このような貨幣は独立化された価値の定在である。資金としての貨幣は，流通部面にある貨幣と対
2 )宇野弘蔵 F経済学~~吾る』東京大学出版会. 1967年。以 F. r語るsと略記。
3 )宇野弘議'経済学の効用2 東京大学出版会. 1972年2 以下 r効用』と略記C
~) ，ド聖子弘蔵'資本論に学ぶ‘東京大学出版会. 1975年c 以下 r学ぶ』と略記。
5 )宇野は.経済学の原理論i.その論理の展開が対象を模写するだけではなく，論理展開の方法をも模写するところにその客
観性が保証きれるとしている(例え1;1'. r経済学方法論」東京大学出版会. 1962年〔以下 r方』と略記J.164-165ページ r効


















「商品は所有者にとって商品である J (W価値論.!]. 134ページ)のと同様に，資金としての貨幣はまず
貨幣所有者にとって「自由に処分し得る貨幣J (WI日原論.!].71ページ). r自由に使用しうる資金J (r新
原論.!].95ページ)であり，この資金の自由処分の可能性は，いうまでもなし資金としての貨幣が，
商品の売買から解放きれていることによるのであるが，問題は，資金としての貨幣が如何に「一般
的富を増殖する富J. r価値の運動体としての富J (WI日原論ゎ 71ページ)としての資本に展開きれるの
かにあるへ








幣である。字野は，貨幣としての貨幣が「流通過程への復帰の方向をとっている場合J (r研究J. 184 








































み，流通への依存としてのみ存立するJ (Gr.， S.145，訳 1，153ページ)13)0 
11) 価値の概念については，本稿(2)，注2)を参照きれたい。
12)宇野弘蔵・向坂逸郎編『資本論研究』至誠堂， 1958年。以下~資本論研究』と略記。
13) Karl Marx， Grundrisse der Kritik der tolitischen Okonomie (Rohent加uゲ)， 1857-1858，Dietz Verlag， 1953，5.145， 
























































































































































































「形式的にはG-W-G'とG……G'が統合きれて産業資本形式に展開しうるJ (~研究~ I， 317べ
ージ)。
宇野にあっては，産業資本的形式が他の 2形式から大区分され r商品経済を全社会的に確立する























日] 本節での考察にもとづいて i資本に対する資金という関係J (W五十年』下. 1002ページ)につ
いて小括しよう。
われわれは，流通の拘束から解放された貨幣を貨幣所有者にとっての資金と規定し，資金として
の貨幣の価値の確証. f呆蔵の手段としての流通における価値増殖行動の類型を，資本の諸形式とし
て展開したのであった。資本として投下される貨幣は，流通において貨幣としての諸機能を免除さ
れて貨幣所有者に保蔵された貨幣であった。この貨幣は，資本として投下されて資本の循環運動に
充用されることによって，いいかえれば流通世界に触れることによって，商品経済的な一般的富と
して確証されることになる。このことを換言すれば，貨幣所有者によって流通の外部に引き上げら
れた貨幣は，資本の運動に参画することを通して資金として存在しうることになるc 資本とは貨幣
の資金としての存在のための価値の変態運動のことである。
流通から遊離された資金としての貨幣は，商品経済的富としては，流通とその外部との聞の往還
運動の中に存在するしかないのであった。こうして資金は資本としての存在態容を与えられる。あ
るいは資金は論理的に資本に転化される。先に引用したように大内力が「資金という概念にはすで
に資本たることが含まれている」と述べていることは，このような資金と資本との関係を念頭にお
し、て理解することができるであろう(注10)を参照)。
ところで一般に，資金とは資本の運動から遊休貨幣資本として遊離された貨幣のことをいうので
あるが，遊休貨幣資本としての資金は，価値の増殖運動体としての資金の一般的な存在の仕方から
さらに遊離された貨幣である。遊休貨幣資本としての資金は，流通から二重に外部性を付与された
貨幣である。遊休貨幣資本としての資金の一般的考察は次章の課題である。(未完)
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